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 第16期に引続き、第17期もAI研究開発投資を進めながら増収増益となった。四半期
ベースでは、過去最高の売上高を更新中。 

      ・売上高   439百万円 ⇒   593 百万円（ 35％増） 

     ・営業利益    28百万円 ⇒    79  百万円（177％増） 

 AI研究開発投資を積極的に行ったことにより、研究開発フェーズから実用化フェー
ズへ向けて前進した。なお、AI事業の売上は前年と比較して約30倍に成長した。 

 

 
 

 

 

 

 AI事業の本格展開の為の資本業務提携・M＆Aを推進する橋頭堡として、MSワラン
トによる資金調達を実施。今後は借入も併せたM＆Aも視野にいれる。 

 データセクションベトナムの売上が拡大し、第17期より連結対象となった。 

 第18期は、売上高650百万円～850百万円、営業利益20百万円～170百万円を目指
す。 

 １． 全体サマリー 

【第17期のAI事業の成果】 
コミュニケーション：PRコンテンツの制作サポートツールの提供に向けたプロジェクトを開始 
ファイナンシャル：ビッグデータファンドが2016年の年間成績がトップクラスとなる実績を実現 
自動運転：ドライブレコーダー解析アプリケーションの開発を実施 
小売り：サプライチェーンの最適化による売上向上及びコスト削減に向けた実証実験を開始 
セキュリティ：防犯カメラ解析による違反車両検知の実現に向けたシステム開発に着手 
ロジスティクス：次世代型物流最適化ソリューションの共同開発の開始 
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 １． 全体サマリー 

第13期 

（単体） 

第14期 

（連結） 

第15期 

（連結） 

第16期 

（連結） 

第17期 

（連結） 

600,000 

400,000 

200,000 

244,456 

317,177 

439,841 

376,416 

593,845 

売上高 

（単位：千円） 

▶過去最高の通期売上を更新した 

▶年平均成長率は24.8％となった 

▶第16期～第17期の成長率は35％となり、年平均成長率を上回った 

年平均 24.8％ 成長 
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 ２． 2017年3月期 通期実績（損益計算書／連結） 

(単位：百万円) 

▶第16期に引続きAI研究開発投資を進め、営業費用が前年比125％ （＋25％ ）となったが、 

売上は前年比135％（＋35％）、営業利益は277％ (＋177％)となり、結果増収増益となった。 

第16期末 
（通期） 

第17期末 
（通期） 

増減額 前期比 

売上高 439 593 153 135％ 

営業費用 411 514 103 125％ 

営業利益 28 79 50 277％ 

経常利益 36 71 34 195％ 

親会社株主に帰属 
する四半期純利益 

26 36 10 139％ 
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2016 
4Q 

2017 
4Q 

(単位：百万円) 

▶四半期ベースでは、過去最高の売上高を更新中。2016年3月期第4四半期比較では 
 営業利益が前年比152%（＋52%）となった。 

前年同期比 (3ヵ月) 
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 ２． 2017年3月期 ４Q実績（前期比較） 

178 

29 

140 

19 

152％ 

2016 
4Q 

2017 
4Q 

前期比 

売上高 140 178 127% 

営業費用 121 148 123% 

営業利益 19 29 152% 

経常利益 22 25 114% 

 売上高 

営業利益 
(単位：百万円) 
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第16期末 
（連結） 

第17期末 
（連結） 

増減額 

資
産 

流動資産 852 865 13 

固定資産 214 310 96 

資産合計 1,066 1,175 109 

負
債
純
資
産 

負債合計 54 102 48 

純資産 1,011 1,073 61 

負債純資産 
合計 

1,066 1,175 109 

(単位：百万円) 

▶固定資産の増加は、ソフトウェア及び投資有価証券の増加が主要因である。 
▶負債の増加は、未払法人税等の増加が主要因である。 

 ２． 2017年3月期 通期実績（貸借対照表／連結） 
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 ３． 2018年3月期 業績予想 

第13期 

（単体） 

第14期 

（連結） 

第15期 

（連結） 

第16期 

（連結） 

第17期 

（連結） 

第18期予想 

（連結） 

営業利益 

（単位：千円） 

800,000 

600,000 

400,000 

200,000 

400,000 

300,000 

200,000 

100,000 

244,456 

317,177 

439,841 

（ 53,962 ） 
（ 57,145 ） 

（ 85,585 ） 

（ 28,541 ） 

（ 79,020 ） 

376,416 

593,845 

（ 170,000 ） 

（ 20,000 ） 

（下限）650,000 

（上限）850,000 

売上高 

（単位：千円） 

売上高 

営業利益 

▶2018年3月期の業績予想は新規事業の不確実性を考慮し、レンジ開示としている。 
（売上高：650百万円～850百万円／営業利益：20百万円～170百万円） 
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基本姿勢 
データセクションの経営方針＝DCF基準での現在価値最大化 
→短期的な利益最大化ではなく、長期的な成長を重視し、人材・開発に積極的に投資 

既存大企業型 ベンチャー型 
（当社の目指す姿） 

短期利益 

長期利益 

短期利益 

長期利益 

PER評価⇒現在価値大 

DCF評価⇒現在価値小 

PER評価⇒現在価値小 

DCF評価⇒現在価値大 

現在 

5 
年後 

10 
年後 DCF現在価値大 

PER現在価値大 

 ３． 2018年3月期 業績予想 
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ファイナンシャル セキュリティ

安定的に収益を伸ばせる事業と、今後大きな収益化が望める事業の二軸で
収益増をはかる 

AI技術基盤/ビッグデータ基盤 

A.安定的に収益を伸ばせる事業 B.今後大きな収益化が望める事業 

自然言語処理技術 大規模データ収集/解析技術 AI（深層学習）技術 

ソーシャル 
メディア 

マーケティング 

不適切画像 
AIフィルタリング 

サービス 

海外 
SNS分析 

 ４．今期の振り返りと中長期的なビジョン 

自動運転
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着実に売上を伸ばせるよう、業務提携やサービスの海外展開を行い 
販路の拡大に向けた施策をおこなった 

Sprinklrへ日本語 

センチメント分析技術の提供開始 

4
月 

1
月 

海外市場における 
SNS×オンラインアンケート 
調査サービスを提供開始 

マレーシアの 
クアラルンプールに 
事業所を開設 

 ４-Ａ.安定的に収益を伸ばせる事業 

「利用シーン発掘サービス海外版」 

提供開始 

みずほ銀行、インテージ、 

NHNテコラスと 

ビッグデータ利活用の 

実証実験を開始 

データセクションベトナム、 
ベトナム最大手通信会社と 

業務提携 

データセクションベトナム 

海外でのソーシャルメディア 

モニタリングサービス 

「iMonitor」提供開始 

デジタルコンテンツ 
提供事業に向け 

共同通信イメージズと 
資本業務提携 

6
月 

10
月 

IMJ Investment Partners※ が 

運営する東南アジア向け 

ファンドへLP出資 

※2017年3月にSpiral Ventures Japan LLPに社名変更 
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3つのAI解析技術を核とすることで、多様な産業領域への適用・拡大が 
出来る 

セキュリティ 

ファイナンシャル 

自動運転 ロジスティクス 

小売り 

 ４-Ｂ.今後大きな収益化が望める事業 

コミュニケーション 

動画像解析 

テキスト解析 

データ解析 

3つのAI解析技術 

動画像解析 

データ解析 

データ解析 

動画像解析 

動画像解析 

データ解析 

動画像解析 

データ解析 

テキスト解析 

データ解析 

テキスト解析 

データ解析 
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ディープラーニングをベースとするAIの技術的発展と、 

データセクションの事業の優位性 

2014年 2020年 2025年 2030年 2007年 

画像認識／音声認識 
マルチモーダル 

な認識 

 

行動と 

プランニング 

 

行動に基づく 

抽象化 

 

言語との紐づけ 

 

蓄積した言語知識の 

計算機による獲得 

 

2017年 

認識精度の向上 

感情理解 

行動予測 

環境認識 

自律的な 

行動計画 言語理解 大規模知識理解 

 ４-Ｂ.今後大きな収益化が望める事業 

環境認識能力 

の大幅向上 

AIの技術的発展より、 

先の時代をゆく取組みを行い 

市場の獲得を目指す 

コミュニ 

ケーション 

2008年～ 

ファンド 

2014年～ 

自動運転 

2015年～ 

ロジスティクス 

2016年～ 

防犯 

2017年～ 

小売り 

2017年～ 

ブレイク 

ポイント 
より早い段階で開始することで、 

市場を早期に獲得することが出来る 
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具体的な今期の進捗状況 

セキュリティ 

ベトナムにて笑顔の認証による入館管理サービスを開始。また、インドにて”防犯カメラ解析による違反車
両検知の実現”に向けたシステム開発に着手。来期中に実証実験を行い、早期のサービス化を目指す。 

ファイナンシャル 

AIファンドが、2016年1月から12月の年間実績がロング・ショート戦略の著名ファンドの中でもトップクラ
スとなった。引き続きモデル改善を行い、精度の向上を行う。 

コミュニケーション 

中部経済新聞社の70周年記念企画「AI記者」にて、自動記事執筆を行った。総合PR会社のベクトルとPRコ
ンテンツの制作をサポートするツール提供に向けたプロジェクトを開始した。 

ロジスティクス 

大和ハウスグループのフレームワークスと業務提携を行い、AIによる従来の労働集約型のビジネスモデル
からの脱却に向けた共同研究開発を開始した。来期中に実証実験を開始する。 

 ４-Ｂ.今後大きな収益化が望める事業 

自動運転 

ディープラーニングによる様々な要素技術を活用し、ドライブレコーダー解析アプリケーションの開発を
行った。来期は、さらなる精度向上を目指す。 

小売り 

小売業において、サプライチェーンの最適化による売上向上及びコスト削減に向けた実証実験を開始した。 
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既得権益を持たない第三者がデータを持って参
入することにより、その分野にイノベーションを起こ
すことができる。 

⇒ ・ 自ら事業を実施 
   ・ 資本業務提携により事業を実施 

既存 

事業者 
既存 

事業者 

AIと 

データ 

既得権益 

既存事業者は自らが作りあげた既得権益が壁と
なり、イノベーションを起こすことが難しい。 

自ら主体となってビジネスを実施するスキームこそが真のイノベーションを生み出すと考える 

既存事業者のみ 既存事業者＋第三者 

イノベー 

ション 

既得権益 第三者の参入 

 ４-Ｂ.今後大きな収益化が望める事業 

資金調達による今後のAIビジネスの考え方 
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▶具体的イメージ 

「人的リソースに依拠したビジネスモデルで成長が鈍化している(苦戦している、陰りがみえる)企業」に、 

 AIを活用した新たなビジネスモデルを展開することで以下のような利益があげられる成長企業に変革。 

  ・具体的には売上、利益といった指標を向上させWin-Winの関係を築く。 

  ・アライアンス先としては以下のような上場会社を想定している。 

 

   

 

 

     ⇒実績を積み重ねることにより、レバレッジを利かせて複数の案件に実施。 

     ⇒そのためには資金調達が必要。 

     ⇒MSワラントや借入を通じて資金調達を実施（20億円程度）を目指す。 

      手元キャッシュを増やすことによりAIソリューションを一気に横展開することが可能。 

▶本スキームにおけるデータセクションの受けるメリット 

 １．AIソリューションの横展開により売上向上 

 ２．持分法などの連結経営を通じてDS連結の利益に貢献 

 ３．アライアンス先の企業価値の向上を通じてのキャピタルゲイン 

 ４-Ｂ.今後大きな収益化が望める事業 

資金調達による今後のAIビジネスの考え方 

(イメージ例) 計量・計測機器、測定検査機器、土木工事、プラント設備工事などを行う企業  

 実施前 実施後 

時価総額 100億円 1,000億円程度 

PBR 0.6～1.2 5.0～10.0程度 

PER 10～15 20～30程度 

営業利益 10億円 50億円程度 
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積極的な海外展開 
需要に対して、既存事業者がいない海外市場を取り込む 

◇インドの現地企業と業務提携。同国の防犯カメラの画像解析による、違反車両検知サー
ビスに向けた取り組みを開始。 

◇今後は、農作物の生育予測に基づく融資判断、医療画像のAI解析による医師の診断サ
ポートなどのディープラーニングを活用した施策を検討中。 

インド 

５．中長期的な事業戦略 

ベトナム 

◇笑顔による顔認証サービスを開始し、ベトナムのセキュリティ市場に参入した。 

◇ベトナムでの消費者のライフログを保有する企業と資本業務提携を行った。同社が保有す
るデータを活用し、マーケティング支援等のサービスを行う。 

◇データセクションベトナムの売上が拡大し、当期より連結対象となった。 
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スターの芽を成長させ 大きな収益化を目指す 

ソーシャル 
メディア 

マーケティング 

成
長
性 

低 

低 

高 

負け犬 金の成る木 

コミュニ 
ケーション 

５．中長期的な事業戦略 

スター（拡大） 
大きな収益化を目指す 

新たなスターの芽 

高 市場シェア 

不適切画像 
 AIフィルタリング 

サービス 

問題児（集中投資） 

海外 
SNS分析 

自動運転 

アグリ 
カルチャー 

ファイナン 
シャル 

ロジスティクス 

セキュリティ 
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社会インフラとしての価値を創出するべく、公共性の高い事業への積極的な取り組み 

安心できる社会 

豊かな社会 

  

暮らしやすい社会 

世間よし 

・防犯 
・セキュリティ 

・交通インフラ 

・自動運転 

・金融分野への展開 

・訪日外国人調査 

・インバウンド支援 

・アウトバウンド支援 

 

世間よし 

６．データセクションの事業コンセプト 

売り手よし、買い手よし、世間よし 
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未来のビジネスを AIとデータで創造する 



© 2017 Datasection Inc. 21 

 注意事項 

 本資料は投資家の参考に資するため、当社の現状をご理解いただくことを目的とし

て、当社が作成したものです。 

 

 当資料に記載された内容は、一般的に認識されている経済・社会等の情勢および当

社が合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されておりますが、経営環境の変

化等の事由により、予告なしに変更される可能性があります。 

 

 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」を含みま

す。これらは、現在における見込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくもので

あり、実質的にこれらの記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含んでおります。 

 

 それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替

変動といった一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。 

 

 上記の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社の経営者が判断した見通

しで、リスクや不確実性を含んでおり、その達成を当社として約束する趣旨のもの

ではありません。従いまして、これらの業績予想のみに全面的に依拠して投資判断

を下すことは控えるようお願いいたします。 


